






































営大学アーマダバード校のアニル・ グプタ教授が創設した SRISTI(Society 





















ル平和賞の候補者にも挙げられている。 一方，アニル・グプタ教授は， BusinessWeek 







ア・セン（石塚雅彦訳） 「自由と経済開発j,日本経済新聞社， 2000年， 329頁。）
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方にも多くの示唆を与えるものと考えられる。ここでは，これら 2つの事例
を概観しつつ，その意義を改めて考えたい。


















(4) GBは. 3つのタイプの融資を行っている。 1つめは金利20%のローン， 2つ
めは金利 8%の住宅ローン，そして，金利 5%の高等教育ローンである。すべは定率
法に碁づく単利である。<http:/ /www.grameen-info.org/bank/G BG lance.html> 
(5) マイクロクレジットとは，貧しいために，伝統的な銀行の融資を受けることが
できない小・零細企業にも少額の融査を行うもの。 <http://www.grameen-info.




にあたる 4万1000村，スタッフ数は11,678人（以上2002年 9月実績）に及ぶ。 <http://
























(7) Autobiography of Prof. Muhammad Yunus, Founder of the Grameen 
Bank, < http:/ /www.grameen-info.org/book/index.html> 1998年には，マイクロク
レジットプログラムは50カ国に広がり， 2200万ドルの融資実績を持つまでになった。
(The Times (London), November 27,1998), さらにGBの発想は米国のアーカン
ソー州や，サウスダコタ州において展開されている貧困層対象の小規模融資制度の
確立にも大きな貢献をなしている。（渡辺龍也 「「南」からの国際協カーーバングラ
ディシュ グラミン銀行の挑戦 .l (岩波プックレット No.424))
(8) <http://www.grameen-info.org/bank/cds.html> 
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団で参加する。<http:/www.grameen-info.org/bank/the 16. html> 
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南アジアにみる新たな「創造」と「イノベーション」 (M.L.シュレスタ）




農業 5,606 5,323 6,577 
耕作 2,782 2,199 2,312 
家庭菜園 512 305 567 
畜産・水産 941 788 928 
農業労働 1,371 2,031 2,770 
加工・製造 12,528 8,881 6,119 
冗＝貝ロコ 4,355 2,753 1,119 
輸送 3,859 2,234 1,369 
賃金労働 1,352 572 735 
その他 670 826 738 
総収入 2,292 2,496 2,158 
18,134 14,204 12,696 
出所渡辺龍也 『「南」からの国際協カーーパングラディシュ グラミ
ン銀行の挑戦一ー』（岩波プックレット No.424)), 
















III. SRISTI (Society for Research and Initiatives 
for Sustainable Technologies and Institutions) 
(1) 農村の「アイデア」の活用
一方，インド，アーマダバードにあるインド経営大学 (IndianInstitute of 
Management)のアニル・グプタ教授が，貧困層にも勿論存在するアイデアを
活かし，社会変革を起こす組織として 1988年に創設したのが Honey Bee 
Networkである。そして，この HoneyBee Networkは，続いて SRISTI














(13) インドにおいては既に 7件，米国においては， 5件の特許出願を行っている。
特許が付与された発明はまだないが，特許弁護士の協力さえ得られれば， 5000件以
上の発明についての出願を行えるとグプタ教授は言う。アイデアのデータベース化
については， SRISTIのポランティアが行っている。 (RalphCunningham, "Rights 



















SRISTI, そして GIANへと発展をみた HoneyBee Networkは，倫理的規
範 (ethics),卓越 (excellence),効率 (efficiency),乎等 (equity),環境 (envi-
(14) グプタ教授のかつての学生達が農村の起業家向けのマイクロクレジット基金と
して100万ドルを拠出している。 (BusinessWeek, July 2. 2001) 
(15) <http://www.nifindia.org> 
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(16) Anil Gupta, "Rich in Idea: Grassroots Creativity", Herald Tガbune,Novem-











(18) United Nations, The Role of Patents in the Transfer of Technology to Develop-





















トは主に TheDepartment of Indian System of Medicine and Homoeopathy 
(ISM&H), NISCOM (National Institute of Science Communication), CCRA 
(Central Council of Research in Ayurveda and Siddha), Benaras Hindu Univer-
sity (BHU), 特許，意匠及ぴ商標局長室の特許審査官， NationalInformatics Centre 












tional Knowledge Resource Classification: TKRC)の確立・普及が同時に作業とし
ては急がれている。
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国企業のための制度として批判されがちな知的財産制度の活用を，農村にお
けるイノベーション，投資，起業の輪の原動力に広げた意義はやはり大きい
と言えよう。
IV. むすびにかえて
南アジアで展開されている上述した 2つのケースは，それまでの開発論の
アプローチ，貧困層は何も持たないという前提との決別を図り，貧困層の創
造性，イノベーションを投資，起業と結び付け，農村から多くの発明家，起
業家を生み出し続けている。そして，これらのケースは，セン教授が主張す
るような「潜在能力の欠如としての貧困」をどう解消するのかという課題に
も大きな示唆を与えるものである。セン教授は，その標準的な基準が何より
も所得の低さに置かれてきた「貧困」についての定義を改め，「貧困」が単に
所得の低さというよりも，むしろ甚本的な潜在能力を発揮する途が欠如した
(21) 
状態であることを示したが， 2つのケースの成功もまた，甚本的な潜在能力
を発揮する途としての融資制度，知的財産制度の活用をその根本に置くもの
だからである。このうちでも，知的財産制度と農村の開発をつなげるグプタ
教授の試みは，依然として慢性的貧困に悩む途上国の開発のあり方に大きな
示唆をなすものであろう。
(21) アマルティア・セン，前掲書， 99頁。
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